
３．取組みのポイント

事業課名　　

１．概要

事業名称

事業場所・区域

２．事業内容

第12回　福井市公共工事等技術研究発表会

下水道PRのシカタ
上下水道局事業部水道施設課

加茂河原ポンプ場更新事業

福井市　明里町　地係

上下水道局では広報誌「上下水道のミカタ」を発行している。（３回／年、全戸配布）

掲載内容は経営管理課がとりまとめるワーキンググループで決めており、各担当課が各回

の特集を受け持つこともある。

「上下水道のミカタ第１３号」では下水施設課が特集を担当し、令和６年３月に竣工した

「加茂河原ポンプ場」を紹介し、下水道施設についてのＰＲを行った。

下水道の施設や管路は、日ごろ目にする機会が少ないことから、私たち職員の考えて

いる以上に、一般の市民のみなさんには役割や存在意義がわからないものである。

一方、今後の適切な維持管理、施設の更新等をしていくためには、市民のみなさんの

理解と協力が不可欠である。また、自治体が下水道対策を行うことで浸水被害を軽減す

る等の地域社会にもたらす防災・減災の役割は周辺住民はもちろん全ての市民のみなさ

んに知っていただきたいことである。

今回の取組みでは、新しくできた加茂河原ポンプ場を一般の方・こどもでもわかりや

すく紹介することで、施設や事業に興味をもってもらうこと、下水道の役割や重要性を

知ってもらうことにポイントを置いた。

表紙 加茂河原ポンプ場軸受室で撮影



　４．取組みの詳細

　５．まとめ

写真を多く取り入れる

わかりやすい図

やさしい説明を

徹底する

図を多く記事に盛り込み、普段外か

ら見るだけではわからないポンプ場の

仕組みや役割をイメージしやすくした。

専門用語は、なるべく言い換えたり、

解説を加えることを徹底した。

こども（小学校高学年）でも理解でき

るやさしい説明を目指して作成した。誌面の内容に興

味をもってもらえ

るように、写真を

多く取り入れた。

施設内部やポン

プ等、普段見えな

い部分の写真を掲

載し、下水道施設

の特徴をわかりや

すく知ってもらえ

るようにした。

今回の取組みで以下の影響があったと考えられる

教育・啓発

・加茂河原ポンプ場の特集を広報誌に掲載後、施設の見学を希望する方が増えた。下水道施設に興味を持ってもらえた。

・見学の中には大学の講義で訪れているものもあり、公共工事に興味を持ってもらうきっかけにもなる。

災害対策の周知

・地域特有のリスク（浸水）に対する住民の住環境を理解してもらう。

・浸水被害を軽減する設備を知ってもらうことで、住民の心理的不安の軽減が期待される。

・地域住民から行政の浸水対策を理解されることによって、行政への信頼感が高まり、協力的な関係が期待される。

公共事業の透明性の向上

・一般の市民の方に見てもらうことで、公共工事への理解が深まることが期待できる。

実際の誌面は次の点などを大切にして作成した

雨水ポンプの大

きさが伝わる写

真を採用

上から見た図や

断面図で施設を解説

豪雨等に対応した施設

であることをアピール

特集 誌面


